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マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
ス
ト
レ
ス
低

減
法
の
創
始
者
カ
バ
ッ
ト
―
ジ
ン
博

士
は
90
人
の
慢
性
疼
痛
患
者
に
10
週

間
の
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
・
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
行
い
ま
し
た（
1
9
8
5
）。
そ
の

結
果
、
訓
練
時
の
痛
み
、
ボ
デ
ィ
イ

メ
ー
ジ
、
痛
み
に
よ
る
活
動
性
、
病
的

症
状
、
不
快
気
分
、
不
安
・
抑
う
つ
、

鎮
痛
剤
の
服
用
量
、
自
己
肯
定
感
と

い
っ
た
項
目
で
す
べ
て
有
意
な
効
果

が
あ
っ
た
と
報
告
し
て
い
ま
す
。
多
く

の
患
者
は
そ
の
後
も
瞑
想
を
続
け
、
こ

れ
ら
の
効
果
は
15
か
月
後
も
持
続
し

て
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
論
文

で
、
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
が
臨
床
医
学

で
脚
光
を
浴
び
る
大
き
な
き
っ
か
け

と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
現
代
医

学
で
も
慢
性
疼
痛
の
治
療
は
そ
れ
ほ

ど
容
易
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

痛
み
と
い
う
主
観
的
な
感
覚
は
い

ろ
い
ろ
な
要
因
に
影
響
さ
れ
ま
す
。
そ

れ
は
、
注
意（
例
：
注
意
が
向
け
ば
向

く
ほ
ど
痛
み
は
強
く
な
る
）、
信
念
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（
例
：
自
分
は
元
来
痛
み
に
弱
い
人
間

で
あ
る
）、
条
件
付
け（
例
：
家
の
中
の

怪
我
は
以
前
の
よ
う
に
痛
み
が
強

い
）、
期
待（
例
：
お
ま
じ
な
い
を
か
け

る
と
痛
み
が
軽
い
）、
気
分（
例
：
う
つ

病
の
人
は
痛
み
が
強
い
）、
情
動
的
反

応（
例
：
好
意
を
持
つ
看
護
師
の
採
血

は
痛
く
な
い
）な
ど
で
あ
る
。

　

何
千
年
も
前
か
ら
瞑
想
行
為
は
期

待
感
、
注
意
の
強
さ
と
方
向
性
、
情

動
反
応
に
働
き
か
け
て
、
痛
み
を
和

ら
げ
る
と
考
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

敬
虔
な
仏
教
徒
で
あ
る
ネ
パ
ー
ル
の

ポ
ー
タ
ー
は
痛
み
に
強
い
こ
と
や
宗

教
的
行
為（
瞑
想
）は
痛
み
に
対
す
る

忍
容
性
を
高
め
る
こ
と
も
知
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

最
近
の
研
究
は（Z

eidanら
､
2015

）、

短
期
間
の
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
訓
練

で
も
痛
み
を
ず
い
ぶ
ん
和
ら
げ
る
こ

と
を
証
明
し
て
い
ま
す
。
大
変
興
味
深

い
研
究
を
一
つ
紹
介
し
ま
す
。
75
人
の

被
験
者
を
対
照
群（「
セ
ル
ボ
ー
ン
村

⑥ 

マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
は
痛
み
を
和
ら
げ
る
か

マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
の
臨
床
効
果
と
脳
科
学 
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の
博
物
誌
」
と
い
う
オ
ー
デ
ィ
オ
を
聞

か
せ
る
）、
偽
薬
群（
鎮
痛
作
用
の
あ
る

リ
ド
カ
イ
ン
ク
リ
ー
ム
だ
と
言
っ
て

偽
っ
て
痛
覚
刺
激
部
に
塗
る
）、
マ
イ

ン
ド
フ
ル
ネ
ス
群
、
偽
マ
イ
ン
ド
フ
ル

ネ
ス
群（
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
に
関
す

る
知
識
を
教
示
せ
ず
た
だ
座
ら
せ
る

の
み
）、
に
分
け
て
痛
み
に
対
す
る
反

応
を
み
ま
す
。
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
群

は
、
心
に
浮
か
ぶ
も
の
や
感
覚
に
対
し

て
無
執
着
、
無
判
断
、
受
容
の
3
原
則

が
教
示
さ
れ
、
吸
う
息
と
吐
く
息
に
注

意
を
集
中
す
る
こ
と
を
指
導
さ
れ
ま

し
た
。
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
訓
練
の
期

間
は
、
た
っ
た
、
1
日
20
分
4
日
間
だ

け
で
す
。
痛
み
は
摂
氏
49
度
の
熱
刺

激
を
左
前
腕
内
側
部
、
35
度
の
熱
刺

激
を
左
ふ
く
ら
は
ぎ
に
与
え
て
生
じ

さ
せ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
実
験
は
す

べ
て
機
能
性
M
R
I
の
器
械
の
中
に

横
た
わ
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
痛
み

と
痛
み
に
よ
る
不
快
感
の
判
定
は
視

覚
的
評
価
ス
ケ
ー
ル
：V

A
S

（V
isual 

A
nalog S

cale

）に
よ
り
測
定
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
被
験
者
が「
0
」を「
痛

み
は
な
い
」
状
態
、「
1
0
0
」 

を
「
こ

れ
以
上
の
痛
み
は
な
い
く
ら
い
痛
い

（
こ
れ
ま
で
経
験
し
た
一
番
強
い
痛

み
）」
状
態
と
し
て
、 

現
在
の
痛
み
が

1
0
0

mm
程
度
の
物
差
し
の
ど
の
位
置

に
あ
る
か
を
示
す
方
法
で
す
。
結
果
は

図
1
の
如
く
で
す
。
実
験
後
の
痛
み
の

マインドフルネスの臨床効果と脳科学

変
化
は
、
対
照
：
14
%
増
加
、
偽
薬
：

11
%
減
少
、
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
：

27
%
減
少
、
偽
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
：

8
%
減
少
で
し
た
。
痛
覚
不
快
感
の
変

化
は
、
対
照
：
18
%
増
加
、
偽
薬
：

13
%
減
少
、
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
：

44
%
減
少
、
偽
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
：

27
%
減
少
で
し
た
。
こ
れ
ら
の
変
化
は

す
べ
て
統
計
学
的
に
有
意
の
差
で
し

た
が
、
も
ち
ろ
ん
、
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ

ス
に
よ
る
疼
痛
緩
和
作
用
は
最
も
大

き
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
実
験
の
脳
画
像
検
査
の
結
果

は
ど
う
な
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う

か
？
そ
の
結
果
を
図
2
に
示
し
ま
す
。

図
２
の
上
段
に
は
左
側
は
瞑
想
し
て

い
な
い
時
の
上
か
ら
見
た
脳
画
像
で
、

痛
覚
刺
激
を
加
え
た
反
対
側
の
大
脳

の
一
次
性
体
性
感
覚
野
の
活
性
が
上

昇
し
て
い
る
の
が
見
ら
れ
ま
す
が
、
瞑

想
を
し
て
い
る
と
き（
右
画
像
）に
は

活
性
が
増
加
し
て
い
ま
せ
ん
。
中
段
は

瞑
想
時
の
上
か
ら
見
た
脳
画
像
で
す

が
、
吻
側
前
帯
状
回
と
左
島
前
部
の
活

性
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
両
部
の
活
動

性
が
高
い
ほ
ど
痛
覚
の
低
減
の
程
度

が
強
い
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
前

帯
状
回
は
体
性
感
覚
の
調
整
を
行
い
、

島
は
内
受
容
感
覚
の
評
価
査
定
を
行

う
脳
部
位
で
あ
り
ま
す
。
下
段
は
瞑
想

時
の
画
像
で
、
左
は
上
面
か
ら
見
た
画

像
、
右
は
右
側
面
か
ら
見
た
左
半
球
で

す
。
左
側
の
画
像
で
は
眼
窩
脳
皮
質
の

活
性
増
加
が
見
ら
れ
、
右
画
像
で
は
視

床
の
活
性
低
下
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

眼
窩
脳
皮
質
は
文
脈
的
評
価
に
関
与

し
て
、
そ
の
活
性
が
高
い
と
疼
痛
の
不

快
感
が
減
少
し
ま
す
。
眼
窩
脳
の
活
性

が
高
ま
る
と
視
床
網
様
体
の
活
性
が

低
下
し
疼
痛
の
不
快
感
が
低
下
し
ま

す
。
こ
の
実
験
の
よ
う
な
短
期
間
の
マ

イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
訓
練
で
も
、
注
意
集

中
訓
練
と
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
的
気

づ
き（
受
容
、
非
評
価
、
非
執
着
）を

し
っ
か
り
行
う
と
、
痛
み
は
緩
和
さ
れ

る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
を

行
っ
て
い
る
最
中
に
与
え
ら
れ
た
痛

覚
刺
激
が
安
静
時
に
お
け
る
ほ
ど
強

く
感
じ
取
ら
れ
な
い
こ
と
が
示
さ
れ

ま
し
た
が
、
あ
る
一
定
期
間
マ
イ
ン
ド

フ
ル
ネ
ス
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
生

じ
た
脳
変
化
が
痛
み
の
感
受
性
を
低

下
さ
せ
る
事
実
も
あ
り
ま
す
。
瞑
想
を

長
期
間
続
け
た
人
ほ
ど
前
帯
状
回
／

内
側
前
頭
前
野
の
皮
質
が
厚
く
な
り
、

そ
の
程
度
に
応
じ
て
痛
み
の
不
快
感

が
低
下
す
る
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

慢
性
疼
痛
の
治
療
は
簡
単
で
は
な

い
こ
と
を
前
述
し
ま
し
た
。
マ
イ
ン
ド

フ
ル
ネ
ス
の
効
果
率
を
比
較
し
た
研

究
が
あ
り
ま
す（B

allら
､
2017

）。

う
つ
病

：-0.28､
疼
痛

：-0.13､
不

安

：-0.16
､
生
活
の
質

：0.65､
身

体
的
健
康

：0.08

と
い
っ
た
と
こ
ろ

で
す
。
疼
痛
の
軽
減
の
程
度
は
不
安

や
う
つ
に
比
べ
て
低
い
で
す
。

　

マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
は
痛
み
の
機

構
に
直
接
関
与
し
ま
す
が
、
そ
れ
以
外

に
不
安
や
う
つ
を
軽
減
す
る
こ
と
に

よ
り
痛
み
を
和
ら
げ
る
機
序
も
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
の

疼
痛
緩
和
機
構
は
モ
ル
ヒ
ネ
の
よ
う

な
鎮
痛
剤
と
は
全
く
異
な
っ
た
機
序

で
働
き
ま
す
か
ら
、
慢
性
疼
痛
に
対
し

て
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
は
薬
物
療
法

に
補
完
的
な
治
療
と
い
う
こ
と
が
で

き
る
で
し
ょ
う
。

⑥ マインドフルネスは痛みを和らげるか
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図1 マインドフルネスの痛覚に及ぼす影響

図2 マインドフルネスによる痛みの軽減とその基
礎となる脳変化
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〈
岸
本
智
数
略
歴
〉

一
九
七
三
年
神
奈
川
県
生
ま
れ
。
一
九

九
六
年
東
京
大
学
農
学
部
農
芸
化
学
科

卒
業
。
二
〇
〇
二
年
福
井
医
科
大
学
医

学
部
医
学
科
（
現
、
福
井
大
学
）
卒
業
。

京
都
府
立
医
科
大
学
付
属
病
院
精
神
神

経
科
、
同
大
学
院
、
明
石
市
立
市
民
病

院
心
療
内
科
・
精
神
科
、
宇
治
お
う
ば

く
病
院
精
神
科
を
経
て
、
二
〇
一
八
年

一
月
か
ら
、
な
ご
や
メ
ン
タ
ル
ク
リ

ニ
ッ
ク
院
長
。

　

現
在
一
般
的
に
使
用
さ
れ
て
い

る
「
認
知
症
」
と
い
う
言
葉
は
、

dem
entia

と
い
う
語
に
対
す
る
訳

語
で
す
。
こ
の
言
葉
の
歴
史
的
変

遷
は
次
の
通
り
で
す
。
明
治
41
年

に
東
京
帝
国
大
学
精
神
科
の
呉
秀

三
教
授
が
「
老
耄
性
癡
呆
」
と
い
う

言
葉
を
提
唱
す
る
ま
で
は
、「
老
耄

性
癡
狂
」と
い
う
言
葉
が
使
用
さ
れ

て
い
ま
し
た
。戦
後
は「
老
年
痴
呆
」

と
い
う
言
葉
が
使
用
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
2
0
0
5
年
よ
り
現
在

の
「
認
知
症
」
が
使
用
さ
れ
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
元
来

「senile dem
entia

」
と
い
う
言
葉

は
、
現
在
の
よ
う
に「
老
年
期
発
症

の
認
知
症
」す
べ
て
で
は
な
く
、「
老

年
期
発
症
の
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
」

を
さ
す
言
葉
と
し
て
使
用
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
近
年
で

は
「
認
知
症
＝
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー

病
」と
い
う
誤
り
が
広
ま
っ
て
い
ま

す
。
正
確
に
は「
認
知
症
」の
中
に
、

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
や
血
管
性
認

知
症
、
レ
ビ
ー
小
体
型
認
知
症
な

ど
が
あ
り
ま
す
。
年
齢
に
よ
る
分

類
で
は
日
本
認
知
症
学
会
で
は
、

18
～
39
歳
で
の
発
症
を
若
年
期
認

知
症
、
40
～
64
歳
で
の
発
症
を
初

老
期
認
知
症
、
65
歳
以
降
で
の
発

症
の
場
合
は
老
年
期
認
知
症
と
定

義
し
て
い
ま
す
。

　

1
9
0
6
年
に
ド
イ
ツ
の
精
神

科
医
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
博
士
に

よ
っ
て
最
初
に
初
老
期
発
症
の
疾

患
が
報
告
さ
れ
、
1
9
1
0
年
に

ク
レ
ペ
リ
ン
の
精
神
医
学
の
教
科

書
に
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
と
い
う

名
称
が
使
用
さ
れ
ま
し
た
。
ア
ル

ツ
ハ
イ
マ
ー
博
士
の
報
告
し
た
症

例
が
初
老
期
発
症
で
あ
っ
た
た
め

当
初
は
、
高
齢
期
発
症
の
場
合
は

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
老
年
痴
呆
と

し
て
区
別
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
病
理
所
見
が

同
一
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
判
明
し

た
た
め
、
現
在
で
は
ア
ル
ツ
ハ
イ

マ
ー
病
と
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認

知
症
は
同
義
の
言
葉
と
し
て
使
用

さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
研
究

が
進
む
に
つ
れ
て
、
ア
ル
ツ
ハ
イ

マ
ー
病
に
よ
る
症
状
が
悪
化
し
て

認
知
症
を
呈
す
る
ま
で
の
20
年
近

く
の
間
に
は
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病

で
あ
っ
て
も
症
状
が
な
い
か
軽
微

で
あ
る
状
態
が
存
在
す
る
こ
と
が

判
明
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

今
後
は
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
と
い

う
病
理
学
的
基
盤
を
主
体
と
し
た

変
化
の
最
終
段
階
と
し
て
ア
ル
ツ

ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
と
い
う
状
態

と
な
る
と
い
う
考
え
方
が
進
ん
で

い
く
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

前
回
、
認
知
症
に
は
様
々
な
疾

患
が
含
ま
れ
ま
す
と
述
べ
ま
し
た

が
、
報
告
に
よ
り
多
少
の
違
い
は

あ
り
ま
す
が
、
概
ね
図
の
よ
う
に

認
知
症
の
半
数
以
上
が
ア
ル
ツ
ハ

イ
マ
ー
型
認
知
症
で
、
多
い
順
に

血
管
性
認
知
症
、
レ
ビ
ー
小
体
型

認
知
症
と
続
き
ま
す
。
ア
ル
ツ
ハ

イ
マ
ー
型
認
知
症
で
は
、
原
因
不

明
で
脳
の
神
経
細
胞
が
減
少
し
、

老
人
斑
、
神
経
原
繊
維
変
化
が
多

数
沈
着
し
ま
す
。
頭
部
M
R
I
な

ど
の
脳
画
像
で
は
大
脳
の
萎
縮
と

脳
室
の
拡
大
が
特
徴
で
す
。
記
憶

障
害
か
ら
発
症
し
て
、
全
般
的
な

認
知
症
へ
進
行
し
て
い
き
ま
す
。

見
当
識
障
害
や
人
格
変
化
が
早
期

か
ら
起
こ
る
の
が
特
徴
で
す
。
ア

ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
の
最
大

の
リ
ス
ク
は
加
齢
で
す
が
、
疫
学

的
デ
ー
タ
か
ら
他
に
発
症
リ
ス
ク

を
上
昇
さ
せ
る
要
因
と
し
て
、
脳

血
管
障
害
、2
型
糖
尿
病
、高
血
圧
、

喫
煙
、
肥
満
、
頭
部
外
傷
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
一
方
、
発

症
リ
ス
ク
を
低
下
さ
せ
る
要
因
と

し
て
、知
的
生
活
習
慣
、余
暇
活
動
、

地
中
海
食
、
肉
体
的
活
動
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
脳
に
刺
激

を
与
え
る
、
外
出
や
運
動
し
て
体

を
動
か
す
、
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食

事
を
摂
る
こ
と
が
、
ア
ル
ツ
ハ
イ

マ
ー
型
認
知
症
の
リ
ス
ク
を
低
下

さ
せ
る
の
で
す
。
ち
な
み
に
、
地

中
海
食
の
特
徴
は
、
果
物
や
野
菜

を
豊
富
に
使
用
す
る
、
乳
製
品
や

肉
よ
り
魚
を
多
く
使
う
、
オ
リ
ー

ブ
オ
イ
ル
や
豆
類
な
ど
未
精
製
の

穀
物
を
よ
く
使
う
、
食
事
と
一
緒

に
適
量
の
赤
ワ
イ
ン
を
飲
む
こ
と

で
す
。
2
0
1
9
年
5
月
15
日
の

時
事
通
信
社
の
報
道
に
よ
る
と
、

政
府
は
、
2
0
2
5
年
ま
で
に
70

代
の
人
口
に
占
め
る
認
知
症
の
人

の
割
合
を
現
状
よ
り
6
％
減
ら
す

と
い
う
数
値
目
標
を
今
夏
に
策
定

す
る
認
知
症
対
策
大
綱
に
盛
り
込

む
方
向
だ
そ
う
で
す
。
ア
ル
ツ
ハ

イ
マ
ー
型
認
知
症
の
根
本
治
療
は

未
だ
確
立
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
今

日
か
ら
こ
れ
ら
を
心
が
け
る
こ
と

で
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症

に
限
ら
ず
、
頭
も
体
も
長
く
健
康

で
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

医療法人 和楽会  なごやメンタルクリニック院長

岸　本　 智　数

アルツハイマー型認知症

アルツハイマー型
認知症
68％

血管性認知症
19％

その他
8％

前頭側頭葉
変性症
1％

レビー小体型
認知症
4％

その他前頭側頭葉変性症レビー小体型認知症
アルツハイマー型認知症 血管性認知症

▲ 認知症割合

認知症
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〈
山
中  

学
略
歴
〉

一
九
九
一
年
東
京
大
学
医
学
部
卒
業
。

東
京
大
学
心
療
内
科
、
東
京
女
子
医
科

大
学
東
医
療
セ
ン
タ
ー
准
講
師
・
内
科

医
局
長
を
経
て
、
二
〇
一
九
年
五
月
よ

り
横
浜
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
。

心
療
内
科
・
神
経
科 

赤
坂
ク
リ
ニ
ッ
ク

で
は
一
九
九
七
年
よ
り
診
療
。

　

本
年
5
月
よ
り
横
浜
ク
リ
ニ
ッ

ク
の
院
長
と
し
て
勤
務
し
て
お
り

ま
す
、
山
中
学（
や
ま
な
か 

が
く
）

と
申
し
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
赤
坂
ク
リ
ニ
ッ
ク

で
は
開
院
時
よ
り
診
療
し
て
い
ま

す
が
、
こ
の
20
年
近
く
は
大
学
病

院
の
内
科
が
本
務
で
し
た
。
総
合

内
科
の
中
で
心
療
内
科
を
担
当

し
、
心
身
症
、
身
体
症
状
症
、
不

安
症
、
う
つ
病
な
ど
を
中
心
に
、

診
療
を
お
こ
な
っ
て
お
り
ま
し

た
。
ス
ト
レ
ス
が
影
響
を
与
え
る

身
体
の
病
気
も
含
め
て
、「
心
療

内
科
」
で
扱
う
症
状
全
般
に
わ

た
っ
て
、
お
役
に
立
て
れ
ば
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
通
勤
時
間
が
長

く
な
っ
た
分
、
読
書
の
時
間
が
多

く
と
れ
そ
う
な
の
で
、
こ
の
欄
で

は
読
ん
だ
本
の
こ
と
な
ど
も
書
い

て
行
こ
う
か
と
思
い
ま
す
。

　

大
学
病
院
最
後
の
3
年
間
は
、

内
科
の
医
局
長
と
し
て
大
変
忙
し

い
日
々
を
過
ご
し
ま
し
た
。
医
局

長
と
い
っ
て
も
、『
白
い
巨
塔
』の

よ
う
に
、
教
授
選
の
裏
工
作
を
し

た
り
、
医
局
員
を
離
島
の
診
療
所

に
と
ば
し
た
り
、
と
い
っ
た
よ
う

な
こ
と
は
一
切
な
く
、
約
50
人
の

医
局
員
が
い
る
医
局
で
次
々
と
起

こ
っ
て
来
る
問
題
、
雑
務
の
調
整

係
を
ひ
た
す
ら
務
め
て
い
た
だ
け

で
す
。
こ
の
3
年
間
は
、
ち
ょ
う

ど
、「
医
師
の
働
き
方
改
革
」が
課

題
と
な
っ
て
き
た
時
期
で
し
た
。

大
学
病
院
で
あ
り
つ
つ
地
域
の
中

核
病
院
で
も
あ
る
と
い
う
役
割
の

病
院
だ
っ
た
の
で
、
重
症
患
者
も

緊
急
入
院
も
多
く
、
勤
務
医
の
長

時
間
労
働
が
当
た
り
前
の
状
況
で

し
た
が
、タ
イ
ム
カ
ー
ド
の
導
入
、

時
間
外
手
当
支
給
の
開
始
、
当
直

明
け
の
勤
務
軽
減
な
ど
、
こ
れ
ま

で
タ
イ
ム
カ
ー
ド
も
残
業
手
当
も

な
か
っ
た
の
か
と
驚
か
れ
る
で

し
ょ
う
け
れ
ど
も
、
よ
う
や
く
普

通
の
職
場
の
よ
う
に
な
っ
て
き
た

と
い
う
と
こ
ろ
で
し
た
。

　
「
医
師
の
働
き
方
改
革
」の
実
現

の
た
め
の
課
題
は
数
多
く
あ
り
ま

す
が
、
現
場
で
感
じ
る
こ
と
が
多

か
っ
た
の
は
、
医
師
の
仕
事
に
対

す
る
意
識
の
世
代
間
ギ
ャ
ッ
プ
で

し
た
。
若
い
世
代
の
方
が
、
よ
り

合
理
的
で
、
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ

ン
ス
を
重
視
す
る
傾
向
に
あ
り
、

こ
の
こ
と
が
「
医
師
の
働
き
方
改

革
」
を
達
成
す
る
た
め
に
は
良
い

こ
と
だ
と
考
え
ま
す
が
、一
方
で
、

こ
の
流
れ
で
本
当
に
良
い
の
だ
ろ

う
か
と
思
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

と
い
う
こ
と
で「
働
く
こ
と
」に

関
連
し
た
2
冊
の
マ
ン
ガ
で
す
。

　

2
0
1
8
年
に
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー

に
な
っ
た
『
漫
画 

君
た
ち
は
ど
う

生
き
る
か
』
と
似
た
よ
う
な
造
り

な
の
で
、
二
匹
目
の
ド
ジ
ョ
ウ
を

狙
っ
た
の
か
な
と
も
思
い
ま
し
た

が
、『
漫
画 

働
く
と
い
う
こ
と
』

は
面
白
か
っ
た
で
す
。
小
説
家
の

黒
井
千
次
が
自
ら
の
会
社
員
生
活

を
振
り
返
り
つ
つ
働
く
こ
と
の
意

味
を
考
察
し
た
『
働
く
と
い
う
こ

と

-

実
社
会
と
の
出
会
い

-

』（
講

談
社
現
代
新
書
、
1
9
8
2
年
）

が
原
作
で
す
。
原
作
と
合
わ
せ
て

読
む
と
、『
カ
レ
チ
』で
昭
和
時
代

の
国
鉄
職
員
の
仕
事
を
見
事
に
描

い
た
池
田
邦
彦
の
漫
画
化
の
上
手

さ
に
も
大
変
感
心
さ
せ
ら
れ
ま
す

が
、
著
者
が
大
学
卒
業
後
、
自
動

車
メ
ー
カ
ー
に
就
職
し
、
仕
事
に

悩
み
な
が
ら
、
働
く
こ
と
の
意
味

を
つ
か
ん
で
い
く（「
仕
事
が
自
分

の
中
に
入
る
」
と
表
現
し
て
い
ま

す
）、
そ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
積
み

重
ね
を
読
み
な
が
ら
、
時
代
も
仕

事
も
違
う
の
に
、
自
分
の
こ
れ
ま

で
の
医
師
と
し
て
の
仕
事
の
体
験

が
い
く
つ
も
よ
み
が
え
っ
て
き
ま

し
た
。

　
『
働
く
と
い
う
こ
と
』は
、
著
者

も
書
い
て
い
る
よ
う
に
、
あ
く
ま

で
個
人
的
な
経
験
に
基
づ
い
た
個

人
の
考
え
で
す
の
で
、誰
も
が「
仕

事
を
自
分
の
中
に
入
れ
」
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。「
働
き
方
改
革
」で
は
、
多
様

性
が
大
事
で
す
。『
僕
た
ち
は
も

う
帰
り
た
い
』は
、「
全
日
本
も
う

帰
り
た
い
協
会
」と
い
うT

w
itter

ア
カ
ウ
ン
ト
か
ら
の
漫
画
化
ら
し

い
の
で
す
が
、「
も
う
帰
り
た
い
」

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
い
ろ
ん
な
人

の
「
働
き
方
改
革
」
を
描
い
て
い

て
、
大
変
よ
か
っ
た
で
す
。
こ
う

い
う
本
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
、
リ
ア
ル
書
店
は
大
事
だ

な
あ
、
横
浜
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
近
く

に
大
き
な
本
屋
が
あ
っ
て
嬉
し
い

な
あ
、
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
今

後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

『
漫
画 

働
く
と
い
う
こ
と
』　

作
：
黒
井
千
次
、
漫
画
：
池
田
邦
彦

講
談
社
、
2
0
1
9
年

『
僕
た
ち
は
も
う
帰
り
た
い
』　

さ
わ
ぐ
ち
け
い
す
け
　

ラ
イ
ツ
社
、
2
0
1
9
年

山中です。
よろしくお願いいたします。

医療法人 和楽会
横浜クリニック院長

山中　学
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　この度、赤坂クリニックに、女性メンタルヘルス外来 OHANAを開設いたしました。日本は出産に関
する安全性は世界一と言えますが、一方で「周産期のメンタルヘルス」はまだまだ注視されていないのが現
状です。
　お子さんの将来の精神状態にも関わる“脳”の形成は、胎児期からすでに始まっています。また産後もお
母さんが赤ちゃんを十分にケアすることで、お子さんの発達に良い影響が生じるので、お母さんが妊娠中
〜子育てを通して心の健康を保つことはとても大切です。
　しかし周産期は、ホルモン変動や心理的なストレス、また通院や内服の中断が多いため、精神的不調が
生じるリスクが高いのです。不調が生じないように予防していくこと、不調が生じた際に十分なケアを受
けることが、最も大切です。
　OHANAはハワイ語で「家族」を意味します。私たちスタッフは、心の健康の専門家であると同時に、次
世代の幸福を願う子育て世代の当事者です。家族のwell-beingをめざし、今できることを一緒に始めてい
きましょう。以下OHANAのご案内です。

治療方針・めざすもの

お母さんが心の健康を保ちながら妊娠・出産・育児にかかわるこ
とは、お子さんの将来の心の健康にもたくさんの良い影響を及ぼ
します。OHANAでは妊娠前〜子育てまで連続して支援し、家族
のwell-beingをめざし、産婦人科や地域の支援者とも積極的に連
携を図ります。

女性医師による丁寧な診察

男性医師に話しにくい悩みも気軽にご相談いただけます。まず
はよく話を聞いて個人に合わせた治療を提案させていただきま
す。（曜日によっては男性医師が担当します。また、現在通院
中の方の主治医変更は必要ありません。）

薬の見直し・減薬

これから妊娠を考えている方は、一度薬の見直しを行い、でき
る限り減薬をめざしましょう。また内服しながら妊娠や授乳を
選択する方もいます。その場合、ご本人・ご家族が分かりやす
いように説明いたします。

薬を使わない治療

妊娠中の方向け、産後の方向けの集団療法を行っております。周
産期は孤独になりやすく孤独はうつや不安のリスク因子です。一
人で抱え込まず他のママと一緒に子育ての準備をしましょう。ま
たこれとは別に、マインドフルネス（瞑想・ヨガ）の集団プログラ
ムや、個人の認知行動療法（CBT）も行っております。診察では森
田療法や家族療法も取り入れております。他に、東洋医学・鍼灸
も行っております。

お子さんの発達等についてのご相談

お子さんの特性・個性はそれぞれです。どうしてもお母さんが
「育てにくい」と感じるお子さんがいることも事実です。小児神

経科医師が、お子さんの特性や個性を踏まえて診察します。
赤坂クリニック水曜担当
小児神経科専門医　大澤眞木子医師（東京女子医科大学名誉教授）

火曜：10：00〜13：00、15：00〜19：00 
　　　南房香医師（精神科） 診療

水曜：10：00〜
　　　大澤眞木子医師（小児神経科） 診療

◦まずは電話にて医師の診察を予約して下さい。
他院に通院中の方は紹介状をご持参下さい。

◦赤坂クリニックに通院中の方は、主治医に
OHANA プログラム参加についてご相談下さ
い。主治医変更は必要ありません。

◦他院の通院を継続したい場合、主治医に相談
の上、当院に初診予約をして下さい。集団療
法（産前／産後プログラム、マインドフルネス）は
保険診療で参加可能です。

受
診
方
法 

診
療
日

時
　
間 

【 困りごと解決のスキルを磨こう、育児をもっと楽しく】

プログラムについて

妊娠・出産ガイダンス（個別）
これから妊娠を考えている方、妊娠中の方向けに、う
つや不安の妊娠・出産への影響、向精神薬と妊娠・授
乳への影響などについて解説します。ご家族と一緒に
参加することをお勧めしております。

産後の方向けのガイダンス（個別）
うつや不安に対し産後の方に知っておいて欲しいこと
を解説します。一緒に育児をサポートしてくれるご家
族との参加をお勧めしております。

目まぐるしく育児に追われる毎日ですが、マインドフルネスな
視点を学び、もっと育児が楽しくなるヒントを学びましょう。
またママ同士で育児や人間関係の困りごとを一緒に解決しませ
んか？赤ちゃんと一緒に参加してみましょう。

9月10日（火）スタート　毎回 13：20〜14：50（90分）
全6回（9/10、9/17、9/24、10/8、10/15、10/29）
※同じメンバーで第 1 回〜6回まで通して行います。

【 妊娠中から始めよう、心が楽になるマタニティライフ】
妊娠中は身体・ホルモンだけでなく人間関係も変化す
る時期です。様々な変化に楽に対応できるよう、認知
行動療法を用いた問題解決の方法を学びましょう。ま
たマインドフルネスを始め、今後も続く変化を受容し
ていく準備をしましょう。

毎週水曜　17：00～18：30（90分）  全4回
※同じメンバーで第 1 回〜4回まで通して行います。

妊娠中の方のグループ療法産後の方のグループ療法

〈略歴〉東京女子医科大学卒業。東京大学医学部附属病院にて初期研修を修了。
慶應義塾大学医学部 精神・神経科に所属し現在大泉病院に勤務（赤坂クリニックは火曜日に診療）

医療法人 和楽会 
精神科 赤坂クリニック

南  房 香

女性メンタルヘルス外来 OHANA開設
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先
日
、
都
立
松
沢
病
院
の
認
知

症
病
棟
で
出
口
に
向
か
っ
て
廊
下

を
歩
い
て
い
た
ら
、
年
齢
80
代
に

見
え
る
女
性
が
出
口
で
心
細
げ
に

立
っ
て
い
る
。
挨
拶
し
、
彼
女
の

名
を
訊
ね
る
と
、
微
笑
し
て
い
る

が
答
え
ら
れ
な
い
。
も
と
よ
り
病

棟
の
外
に
出
る
の
は
許
さ
れ
な

い
。
彼
女
を
廊
下
の
出
口
の
反
対

の
窓
際
ま
で
誘
導
し
て
、別
れ
た
。

　

認
知
症
で
も
自
分
の
名
前
が

出
て
こ
な
い
ほ
ど
言
語
能
力
が
衰

え
る
の
は
、
相
当
進
行
し
て
い
る

の
で
あ
っ
て
、
通
常
、
認
知
能
力

測
定
ス
ケ
ー
ル
で
重
度
に
落
ち
て

い
る
方
で
も
、
自
分
の
名
前
は
言

え
る
。

　

1
0
0
歳
を
過
ぎ
、
自
分
の
名

も
出
な
く
な
り
、
子
供
の
顔
も
見

分
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
方
が
お
ら

れ
た
。
介
護
が
良
い
せ
い
か
、
穏

や
か
に
笑
み
を
浮
か
べ
て
お
ら
れ

た
。
仏
様
の
よ
う
だ
と
感
じ
た
も

の
で
あ
る
。

　

な
ぜ
仏
様
な
の
か
。
そ
れ
は
、

彼
女
に
は
私
た
ち
が
常
に
持
っ

て
い
る
、「
私
が
、
私
が
」
と
い

う
エ
ゴ
イ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
自
我
感

覚
が
な
い
よ
う
に
見
え
た
か
ら

で
あ
ろ
う
か
。
唯
識
の
深
層
心

理
学
で
は
こ
の
自
我
感
覚
を
マ

ナ
識
と
呼
ん
だ
。

　

音
速
の
単
位
マ
ッ
ハ
で
知
ら
れ

る
物
理
学
者
・
哲
学
者
の
エ
ル
ン

ス
ト
・
マ
ッ
ハ
は
、
そ
の
著
『
感

覚
の
分
析
』
で
「
自
我
」
を
次
の
よ

う
に
分
析
し
て
い
る
。

　「
自
我
は
記
憶
、
気
分
、
感
情

な
ど
の
要
素
が
比
較
的
に
強
く
結

び
つ
き
意
識
に
現
れ
て
い
る
要
素

あ
る
い
は
感
覚
複
合
体
で
あ
る
。」

　

と
す
れ
ば
、「
私
」と
い
う
記
憶

が
失
わ
れ
る
と
、
自
我
意
識
も
な

く
な
る
の
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
、

寒
暖
や
痛
み
を
感
じ
た
り
、
腹
が

減
っ
た
、
の
ど
が
渇
い
た
な
ど
の

感
覚
は
残
っ
て
い
る
か
ら
、
内
臓

感
覚
や
五
感
を
通
じ
た
快
、
不
快

は
感
じ
て
い
る
。

　

1
0
0
歳
に
な
り
、
自
分
や
身

近
な
他
者
を
認
知
す
る
の
に
必
要

な
記
憶
を
失
っ
た
人
は
、
も
は
や

「
誰
そ
れ
さ
ん
」で
も
な
く
、「
私
」

で
も
な
い
が
、
呼
吸
し
、
食
事
を

し
、
排
泄
し
、
快
不
快
を
感
じ
て

い
る
か
ら
、
一
個
の
生
命
体
、
す

な
わ
ち「
い
の
ち
」で
あ
る
こ
と
に

は
間
違
い
が
な
い
。

　

と
す
れ
ば
、
自
分
を
認
知
で
き

な
く
な
っ
た
状
態
は
、「
い
の
ち

が
私
を
す
る
」
の
を
止
め
た
か
ら

だ
と
い
え
よ
う
。

　

こ
の
表
現
は
不
思
議
に
聞
こ
え

る
が
、大
童
法
慧
老
師
に
よ
れ
ば
、

ブ
ッ
ダ
の
言
葉
だ
と
い
う
。

　

ど
の
よ
う
な
状
況
で
、「
い
の

病（やまい）と 詩（うた）【 51 】　—  「いのち」が私をする —
東京大学名誉教授
大　井　　　玄

ち
」
が
「
私
」
を
す
る
こ
と
を
止
め

る
現
象
が
起
こ
り
う
る
の
か
。

　

若
い
人
の
場
合
、
現
在
の「
私
」

で
い
る
こ
と
が
耐
え
が
た
く
辛
い

場
合
に
生
じ
る
よ
う
に
見
え
る
。

　

解
離
性
人
格
障
害
あ
る
い
は
俗

に
多
重
人
格
と
呼
ば
れ
る
現
象

は
、
そ
の
人
が
精
神
的
肉
体
的
に

耐
え
が
た
い
苦
痛
を
経
験
し
た
後

に
生
じ
る
と
い
う
。
そ
の
も
っ
と

も
有
名
な
例
は
ダ
ニ
エ
ル
・
キ
ー

ス
が
書
い
た
「
24
人
の
ビ
リ
ー
・

ミ
リ
ガ
ン
」だ
ろ
う
。

　

ビ
リ
ー
が
子
供
の
と
き
に
実
父

が
自
殺
す
る
。
母
が
再
婚
し
た
男

は
ビ
リ
ー
を
逆
さ
づ
り
に
し
て
い

じ
め
、
た
び
た
び
性
的
に
虐
待
す

る
。
そ
れ
ば
か
り
か
ビ
リ
ー
は
母

親
が
そ
の
男
に
よ
っ
て
虐
待
さ
れ

て
い
る
の
を
も
目
撃
す
る
。

　

成
人
し
た
彼
は
、
強
姦
さ
ら
に

強
盗
事
件
を
も
起
こ
す
が
、逮
捕
・

裁
判
さ
れ
る
う
ち
に
、
他
の
人
格

23
人
が
ビ
リ
ー
の
中
に
住
ん
で
い

る
こ
と
が
判
る
。
一
つ
の
人
格
は

他
の
人
格
が
行
う
こ
と
は
知
ら
な

い
。
今
の「
私
」は
、
他
の「
私
」と

は
別
に
生
き
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

と
す
れ
ば
、
ビ
リ
ー
が
生
き
て

い
る
と
い
う
表
現
は
き
わ
め
て
不

完
全
だ
、
と
し
か
言
い
よ
う
が
な

い
。
よ
り
納
得
の
い
く
の
は
、「
い

の
ち
」
が
ビ
リ
ー
の
一
つ
一
つ
の

別
人
格
を
し
て
い
る
、
と
い
う
表

現
だ
ろ
う
。

　

な
ぜ
こ
の
よ
う
な
現
象
が
起
こ

り
う
る
の
か
。

　

す
ぐ
心
に
浮
か
ぶ
常
識
的
な
説

明
は
、
別
人
格
は
、
耐
え
が
た
く

辛
い
現
在
の
状
況
か
ら
の
逃
避
だ

と
い
う
も
の
だ
ろ
う
。あ
る
い
は
、

そ
の
状
況
の
辛
さ
を
感
じ
な
い
別

人
格
に
変
化
し
、
そ
の
状
況
へ
適

応
し
た
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

　

つ
ま
り
、「
い
の
ち
」は
、
苦
痛

な
意
識
あ
る
い
は
感
覚
で
溢
れ
た

一
つ
の
人
格
か
ら
、
そ
の
苦
痛
の

な
い
別
人
格
へ
変
わ
る
こ
と
に
よ

り
、
自
分
の
置
か
れ
た
厳
し
い
状

況
に
適
応
し
た
の
で
あ
る
。

　

物
事
を
認
知
す
る
能
力
は
、
歩

い
た
り
、
走
っ
た
り
、
も
の
を
持

つ
身
体
能
力
と
な
ら
ん
で
、
生
存

を
続
け
る
の
に
不
可
欠
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
約
6
0
0
万
年
前
、
草

原
に
お
い
て
ヒ
ト
が
二
足
歩
行

し
、
狩
猟
採
集
で
生
活
し
始
め
た

時
か
ら
一
貫
し
て
生
き
る
た
め
の

必
要
条
件
で
あ
っ
た
。

　

山
の
陰
に
傷
つ
い
て
歩
け
な
く

な
っ
た
マ
ン
モ
ス
が
い
る
と
か
、

森
の
日
の
沈
む
方
向
の
端
に
熟
し

た
実
の
な
っ
て
い
る
イ
チ
ジ
ク
の

大
木
が
あ
る
と
い
う
、
仲
間
に
伝

え
る
べ
き
情
報
は
、
食
物
や
場
所

や
時
に
つ
い
て
認
知
さ
れ
る
こ
と

が
前
提
で
あ
る
。

　

つ
ま
り
、
認
知
能
力
は
、
ヒ
ト

の
生
存
の
基
本
を
な
す
は
た
ら
き

で
あ
り
、
こ
れ
を
失
う
こ
と
は
、

相
互
扶
助
が
な
さ
れ
な
い
状
況
で

は
直
ち
に
死
を
意
味
し
た
。

　
「
人
生
1
0
0
年
」と
い
わ
れ
る

超
高
齢
社
会
と
な
り
、
高
齢
者
の

大
多
数
が
認
知
能
力
低
下
を
示
し

て
い
る
状
況
で
は
、「
認
知
症
」と

呼
ば
れ
る
認
知
能
力
低
下
は
、
異

常
な
、
病
的
表
現
と
は
見
な
し
が

た
い
。
誰
で
も
が
そ
う
な
る
意
味

で
、
加
齢
に
伴
う
正
常
な
「
表
現

型
」
で
あ
る
。
認
知
「
症
」
と
い
う

よ
り
も
認
知「
障
」と
呼
ぶ
の
が
ふ

さ
わ
し
い
。

　

で
は「
い
の
ち
」は
、
老
病
死
と

い
う
経
過
の
最
終
段
階
に
お
い

て
、
ど
の
よ
う
な
適
応
を
示
し
て

い
る
の
か
。

　

ま
ず「
私
」と
い
う
感
覚
が
薄
れ

て
い
く
こ
と
に
よ
り
、「
私
が
死

ぬ
、
私
は
死
な
ね
ば
な
ら
ぬ
」
と

い
う
自
我
意
識
に
伴
う
実
存
的
不

安
が
薄
れ
よ
う
。
壮
年
期
に
亡
く

な
る
方
た
ち
と
対
照
的
で
あ
る
。

　

次
い
で
、
が
ん
に
よ
る
疼
痛

が
驚
く
ほ
ど
軽
く
な
る
の
は
、

終
末
期
医
療
に
か
か
わ
る
医
療

者
が
一
致
し
て
認
め
る
こ
と
で

あ
る
。
日
本
人
の
3
人
に
1
人
は

が
ん
で
死
ぬ
。

　

都
立
松
沢
病
院
で
1
9
9
3
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〈
大
井
　
玄
略
歴
〉

一
九
三
五
年
生
ま
れ
。

一
九
六
三
年
東
京
大
学
医
学
部
卒
。

東
京
大
学
名
誉
教
授
。

元
国
立
環
境
研
究
所
所
長
。

臨
床
医
の
立
場
を
維
持
し
な
が
ら
国
際

保
健
、
地
域
医
療
、
終
末
期
医
療
に
か

か
わ
っ
て
き
た
。

● 野鳥図鑑 ●
フクロウ博士の

　　チョッと一言

撮影　日本野鳥の会　岐阜代表　大塚之
ゆ き と し

稔

恐れなくてもよいことに
恐れをいだき、

恐れねばならぬことに恐れを
いだかない人々は、
邪
よこしま

な見解をいだいて、
悪いところ（地獄）におもむく。
（『真理のことば』第22章317）

『真理のことば』は、仏典の一つで、
仏教の教えを短い詩節の形で伝え
た、韻文のみからなる経典である。

（中村元訳、岩波文庫から）

恐れるか恐れないかは、多くは感情的な反応で
す。しかし、世の中で本当に恐れなければなら
ないことは、理屈による判断が必要です。理屈
抜きの感情的反応の恐れは、その状況にいるこ
とにより、慣れが生じて恐れは徐々に小さくな
ります。大切なのは、人の道に反すること、人
の心を傷つける言葉、人に迷惑な行為に恐れを
いだくべきです。また、サムシング・グレート
を恐れない人は友達にならないほうが良いと最
近私は思っています。

【アオバト】
　神奈川県大磯町にアオバトが海水を飲みに来ると

いう岩場がある。

　鳩の仲間は海水に含まれるミネラルを必要とする

らしい。夜明けと同時に次々とやって来るが、波の

高い時には命を落とすものもいるという。

　撮影していた私は夏の暑さに参ってしまった。

年
か
ら
2
0
0
4
年
に
至
る
10

年
間
、
外
科
的
治
療
を
受
け
た

1
3
4
人
の
が
ん
患
者（
認
知
症

50
人
、
非
認
知
症
84
人
）
の
観

察
に
も
そ
れ
が
あ
ら
わ
れ
て
い

る
⑴
。

　

が
ん
が
見
つ
か
る
経
緯
を
調
べ

る
と
、
非
認
知
症
患
者
で
は
大
部

分（
63
%
）が
何
か
の
異
常
を
感
じ

て
医
療
機
関
を
訪
れ
て
い
る
。
と

こ
ろ
が
認
知
症
患
者
で
は
老
人
健

診
で
偶
然
ひ
ど
い
貧
血
が
見
つ

か
っ
た
り
、
突
然
、
吐
血
や
下
血

す
る
な
ど
誰
が
見
て
も
大
変
だ
と

わ
か
る
徴
候
が
現
れ
て
治
療
を
受

け
る
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る

（
92
%
）。

　

が
ん
疼
痛
の
訴
え
は
、
非
認
知

症
患
者
で
は
76
%
が
あ
っ
た
の

に
、
認
知
症
患
者
で
は
22
%
に
と

ど
ま
っ
た
。

　

当
然
、
鎮
痛
剤
の
使
用
に
も
、

こ
の
違
い
は
反
映
し
て
く
る
。
ス

テ
ー
ジ
が
進
む
と
、
非
認
知
症

患
者
で
は
41
%
が
麻
薬
の
使
用

が
必
要
に
な
る
の
に
対
し
、
認
知

症
患
者
で
は
た
だ
1
例（
2
%
）で

あ
っ
た
。

　

今
後
、
高
齢
者
が
在
宅
あ
る

い
は
医
療
機
関
以
外
の
施
設
で

亡
く
な
る
割
合
が
増
え
る
と
予

想
さ
れ
る
。
麻
薬
使
用
を
必
要
と

し
な
い
が
ん
を
持
つ
認
知
症
高
齢

者
の
増
加
は
、
麻
薬
投
与
を
拒

否
す
る
施
設
で
の
看
取
り
を
も

増
や
す
だ
ろ
う
。

　

認
知
能
力
低
下
に
よ
り
死
の

恐
怖
が
な
く
な
り
、
が
ん
疼
痛

が
な
く
な
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ

は
人
生
の
終
末
へ
の
適
応
と
見

な
せ
よ
う
。

　

生
存
と
い
う
視
点
か
ら
は
絶
望

せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
お
い

て
、「
い
の
ち
」は
、
絶
望
や
苦
痛

を
経
験
す
る
こ
と
の
な
い「
私
」を

す
る
の
で
あ
る
。
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